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建設雇用改善助成金の種類

助　成　金　の　杜　類 �支　　給　　要　　件 �助成対　象　及び限度翫 

技　　能　　実　　　習 �1．指導者が．職業訓練指刺1，1級技能 �1．会場借上料1日1万円まで 　　　　　85円で 

f　　一‥ん　－…　池上‾鬱に直接 �］二等とします。 �2．丑師淵第1時間3．．0ま 3建設機械†紳トlHl日当り6ガ円まで 事繋王等が建設労働者に建設　一匹 関連した技能の向上又は．新しい技能を �2．実習時間は1日2時間以上で計10時間 �1．枚村　蘭　等　1人lHlJm0円まで 

刑場させるため，技能実粥を実施する鳩 �以上が必要です。 � 
伽こその絶管の一・部を助成します。 �3．受講抑ilコース10人以上20人未満と � 

します。 �成します1 

講習等派遍 　　‾’・iU■のlt食み �1．・li芝川叉は謡業主等が行う雇用管理研 �1．1Ell人当り1．2r叫Ⅰ】の定柚です。 

墟山事貰王が雇用労働者に通常の代金－ 支払い′・がら托能実習等をせ止させる鳩 �修．技能実習並びに托能検定に派j正す �日．寸一一・J円について6lこl分を卿聖としますコ 

▲ 合に．受止日数に応じて定緬を助威しま す。 �る場合。 

t　用　管　理　研　修 �1．蹄帽時間ほほ時間以上とします。 �1．会場借上料　1日1万円まで 

建設事業主等が雇用節理耐t鶉　軌㌢事 �2，受鷹者は1コース30人以上です。 
業主及びその雇用労働制二対して労働者 �3．研帽のテーマは．事業用が定めたテー �2．講師細魚　1時間：i．郎n円まで 
の雇入れ及び配選等の雇用の管矧こ閲し �マ表によって下さい。 �3．教　相　や　　突微分 

て必要な知為を習得させるため．雇用管 理剛帽を冥他する場合その粍骨の一・部を �4．受鷹料は．無料又は適正な師であるこ �（稔書臥土同一・研帽につき2日〟rl：ほ限壕としますl 

助成します。 �とが必要であります。 

作　業　1　宿　舎　生　傷 �1．現場労働者を割高させるもの。 �1．建設に零した収零定日1人当りの冊用から111ガ 

中′トの建設事薫主等が．建設一芳御着の生 1　・ためl好′・居†■’－ �2．1二妄り人以内であって．1人当り3．3 m・以上その他の要件を満たす摘合で 

溝見場の改龍をはカる＿．1－　▲占E 作を有する作業1捕i舎を所管又は日収し �あることが必要です。 �円を柁砕した域補の3分の1に欄■lける糾（た 

た場合【二必要としたその一一部の総代を助 �3．居住代金は適正であるか．無料である �だし，捻舶いりJ円を限度としますl 

成します。 �ことが必要です。 

4．助成を受けてから3年IH】は用途変更出 

来ません。 

健　　康　　診　　断 �1．1ケ月以上1年末溝の屈用労働者を村 �1．せこ！吾1人につき2．nOllHの定桝です。 

中′ト建設事業主が期間を定めて雇用して �象とします。 2．診断は屑入れ1ケ月以内に実施しても 
いる労的農に対して匹抑こよる所定の健 康診断を突施した鴫加こその綿職を定翫 �らいます。 

で助成します。 �3．労働を全紡生規Ilり第43条の耳iElを冥施 

してもらいます。 

節
水
に
ご
協
力
下
さ
い
。

○
水
洗
便
器
用
貯
水
タ
ン
ク
に
望
ピ
ン

等
を
入
れ
る
。

○
洗
た
く
は
湖
ぶ
ね
の
残
り
水
な
ど
を

鱒
っ
よ
う
に
し
、
水
道
の
水
は
権
力

少
な
め
に
す
る
。

○
食
指
用
を
洗
う
と
き
は
、
じ
ゃ
日
か

ら
流
し
っ
ぱ
な
し
洗
い
を
し
な
い
。

0
艇
へ
の
散
水
は
や
め
、
水
道
の
水
に

よ
る
洗
侭
は
ひ
か
え
る
。

0
人
浴
は
、
で
き
る
だ
け
シ
ャ
ワ
ー
だ

け
で
す
ま
す
。

蘇
道
は
た
の
水
も
れ
は
、
水
道
謀
に
す

ぐ
連
結
し
て
く
だ
さ
い
。
t
桔
－
四
四
三
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水
水
水
水
水
…
…
・

大
ピ
ン
チ
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慈善公演をみて
たすけあいに参加しましょう
初の社会福祉活動資金造成特別慈善公演

7月16・17日の両日

一・町民生委員連絡協議会－

六つの基礎食晶のねらい

就業調査に
ご協力下さい／

◎

報．

6月分はft玉川漢を　一国民年金を受lナるには）棚

嘉
手
納
町
民
生
香
H
連
絡
協
議
会
で

は
、
七
月
十
六
日
（
十
二
十
七
日
（
日
）

の
両
日
町
中
央
公
尺
舘
大
ホ
ー
ル
に
お

い
て
「
椚
一
回
纂
手
納
町
社
会
福
祉
活

動
資
金
造
成
特
別
慈
閲
公
演
」
を
開
催

する。こ
れ
は
、
向
台
の
「
た
す
け
あ
い
金

哺
」
の
菅
金
を
鱒
っ
た
め
に
町
内
サ
バ
能

界
有
心
を
は
じ
め
、
空
手
閥
係
鶉
の
協

管
を
得
て
実
現
の
運
び
と
な
っ
た
も
の
。

こ
の
慈
＃
余
滴
の
趣
旨
は
－
－
心
拍

危
織
を
契
機
に
不
況
と
イ
ン
フ
レ
の
同

時
進
行
は
、
町
尺
の
離
し
に
大
き
な
那

智
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
老
へ
母
十
、

心
身
時
宜
目
名
（
軋
）
そ
の
他
低
所
持
者

な
ど
の
世
雅
に
輿
中
的
な
打
撃
を
与
え

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
祉
会
福
祉
の
訪
問

燭
に
対
応
し
て
い
く
に
は
、
社
会
鮎
祉

関
係
者
は
も
と
よ
り
、
町
尺
一
人
一
人

が
、
こ
と
の
重
大
性
を
認
識
し
、
地
域

福
祉
活
動
に
硝
施
的
に
参
加
さ
れ
社
会

福
祉
増
進
に
寄
与
さ
れ
る
こ
と
が
強
く

要
望
き
れ
る
。

当
今
て
は
、
常
車
間
樋
発
生
に
備
え
、

随
時
こ
れ
に
対
応
す
る
態
勢
強
化
の
た

め
「
た
す
け
あ
い
金
種
」
を
設
還
し
、

町
内
の
住
関
屑
の
生
活
む
生
指
増
に
当

っ
て
い
る
が
、
肝
心
な
溌
食
が
窮
乏
し

て
そ
の
捻
出
に
井
應
し
て
い
る
の
で
、

こ
れ
を
補
う
た
め
町
内
工
能
淋
有
志
の

方
々
の
特
別
な
ご
協
力
を
得
て
こ
の
慈

善
公
滴
を
開
催
す
る
－
－
と
な
っ
て
い

ま
すと
こ
ろ
で
、
こ
の
　
「
た
す
け
あ
い
金

梯
▼
　
し
一
は
．
同
会
の
た
す
け
あ
い
バ
ー

ゲ
ン
売
上
金
、
町
制
施
行
記
念
ゴ
ル
フ

大
会
寄
附
企
二
商
工
会
主
催
）
嘉
手
納

杜
変
装
約
人
‖
寄
附
金
な
ど
を
脊
金
に
充

て
、
昭
和
五
十
一
年
四
月
に
設
置
し
た

も
の
で
す
。

こ
れ
の
l
モ
付
け
は
、
町
内
に
居
住
す
る

緊
急
扶
助
世
常
に
対
し
、
当
唾
生
活
溌

金
の
貸
付
を
行
な
い
生
油
の
更
生
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

主
催
右
側
で
は
、
こ
の
催
し
に
町
尺

の
軒
様
の
梢
陸
的
な
ご
理
解
と
ご
協
力

に
よ
り
、
一
人
で
も
多
く
の
方
々
が
ご

来
場
く
だ
さ
る
よ
う
よ
ぴ
か
け
て
い
ま

す。

「．し

◎
開
催
日
時

七
月
卜
六
日
一
上
〉
十
七
日
（
日
）

午
後
六
時
半

◎
会
　
場

銀
子
納
町
中
央
公
尺
舘
大
ホ
ー
ル

◎
主
　
催

嘉
手
納
町
民
生
番
目
連
絡
協
議
会

◎
後
　
接

町
役
場
、
町
社
会
如
拙
協
議
会
、
町

老
人
ク
ラ
ブ
通
人
日
金
、
町
内
揖
入
会
、

町
・
〓
年
会
、
各
区
臼
ム
…
会

◎
協
　
雉

▲
ホ
典
音
楽
＝
金
城
陣
門
、
佐
久
本

兼
仁
、
知
花
包
彗
　
▲
準
典
＝
島
袋

ハ
ル
、
花
城
付
人
H
r
、
▲
代
適
＝
－
津

波
ホ
〓
行
、
崎
浜
乗
文
、
国
語
食
め

津
劇
．
h
i
徳
、
山
里
ゆ
き
丁
、
新
郎
朝

栄
、
▲
舞
踊
＝
津
顔
十
代
、
古
劇
弘

r
、
▲
兜
に
手
＝
新
城
溝
簡

以
上
右
は
左
グ
ル
ー
プ
、
研
究
所

等
の
代
表
者
氏
名
）

◎
入
場
料
嘉
　
一
∵
U
O
〇
円

七
月
十
日
は
投
票
日
で
す

－
参
議
院
議
員
選
挙
1

も
れ
な
く
投
票
し
ょ
う

投
票
日
昭
和
九
十
二
年
七
月
卜
h
H
 
T
γ
前
ヒ

時
～
牛
後
L
ハ
時
l
一

投
票
所
苅
‥
投
票
扁
日
銀
手
納
町
中
央
公
艮

館
大
ホ
ー
ル
（
束
区
、
L
区
、
中

区）
第
二
投
票
所
＝
嘉
手
納
小
学
柁
体
育

館
（
北
区
、
南
区
、
西
区
一

過
華
人
名
簿
登
録
兼
格

昭
和
五
十
一
一
年
三
月
卜
正
目
ま
で
に

転
入
届
を
し
た
者
で
、
当
町
に
住
所
．

を
有
す
る
．
昭
和
∴
十
二
年
七
月
卜

」
臼
以
‥
肌
に
出
生
し
た
署
。

次
の
表
は
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
尭
全
栄
霊
に
近
づ
け
る
た
め
の
六
つ
の
基
礎
食
晶
で
す
。

蠣
一
群
の
ね
ら
い
1
－
ビ
タ
ミ
ン
A
を
中
心
に
、
ビ
タ
ミ
ン
C
・
8
、
鉄
、

カ
ル
シ
ウ
ム
も
と
れ
る
繰
賞
野
菜
。

♯
〓
欝
の
ね
ら
い
＝
ビ
タ
ミ
ン
C
を
中
心
に
、
同
じ
野
菜
で
も
、
ち
か

い
の
あ
る
こ
と
。

第
三
群
の
ね
ら
い
＝
か
ら
だ
を
つ
く
る
た
ん
日
額
。
毎
食
誉
ペ
る
こ
と
。

ホ
四
欝
の
ね
ら
い
＝
カ
ロ
リ
ー
漁
の
合
理
化
。
ビ
タ
ミ
ン
臥
の
考
喝

過
食
に
注
意
。

禦
五
群
の
ね
ら
い
＝
不
足
し
が
ち
な
カ
ル
シ
ウ
ム
・
ビ
タ
ミ
ン
臥
・
良

質
の
た
ん
日
貨
は
乳
や
乳
製
品
の
利
用
で
一
撃
に

解
決
。
小
魚
・
海
草
を
プ
ラ
ス
す
れ
ば
、
さ
ら
に
よ
い
。

事
六
群
の
ね
ら
い
＝
も
っ
と
ふ
や
し
た
い
植
物
性
脂
肪
。

七
月
十
六
日
～
二
十
五
日

こ
の
調
在
は
、
ふ
だ
ん
働
い

て
い
る
人
、
官
事
や
通
学
を
し

て
い
る
人
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
何

人
い
る
か
、
ま
た
働
い
て
い
る

人
が
ど
う
い
う
仕
事
を
し
て
い

る
か
、
あ
る
い
は
働
い
て
い
な

い
人
の
仕
事
に
つ
く
希
望
や
そ

の
程
度
等
、
さ
ま
ざ
ま
の
祝
戚

か
ら
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
し

ます。

◎
　
こ
の
凋
庵
は
標
本
凋
塵
で
昭

和
五
十
牛
国
勢
鯛
庵
区
の
内
か

ら
五
調
査
区
が
選
定
さ
れ
、
そ

の
調
査
区
内
り
世
冊
の
内
か
ら

十
五
～
二
卜
世
帯
の
卜
五
歳
以

上
の
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

毎
回
の
象
■
に
こ
の
六
つ
の
各
食
品
群
か
ら
少
な
く
と
も
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
食
品
を
選
ん
で
食
べ
れ
ば
一
応
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
づ
く
り
が
で
き
ま
す
。

な
相
管
よ
。
⑳

稽
祉
年
金
の
支
払
期
月
が

繰
上
げ
ら
れ
ま
す

福
祉
年
令
の
支
払
い
は
、
受
給
者
の

皆
さ
ん
か
ら
の
、
お
盆
や
年
末
に
払
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
に
答
え
て
、
今

で
年
か
畠
月
・
八
月
・
十
∴
月
と

か
ヵ
月
ず
つ
繰
上
げ
て
お
立
札
い
す
る
こ

瓜
の
蓋
い
は
、
せ
給
新
か
ら
．
州
求
が
あ

と
に
な
り
ま
し
た
。
（
な
お
、
十
二
月

れ
ば
、
卜
一
月
に
お
支
払
い
し
ま
す
一

た
だ
し
、
今
年
に
限
り
、
こ
の
新
し

い
支
払
い
方
法
は
、
十
∴
月
か
ら
始
め

ます。

ま
す
裁
定
柏
求
を

1
国
民
年
金
を
受
け
る
に
は
ー

用
尺
年
金
は
、
ご
本
人
か
ら
「
叔
産

品
求
杏
」
か
提
出
さ
れ
て
、
細
め
て
支

払
わ
れ
圭
す
。
も
し
、
こ
れ
を
怠
っ
て

五
年
た
つ
と
、
時
効
に
な
っ
て
年
金
を

せ
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
比
定
請
求
爪
を
提
出
さ
れ
る
と

き
は
、
阿
尺
年
令
手
帳
を
添
え
、
年
余

の
親
行
払
込
み
な
ど
を
希
望
す
る
と
き

は
、
机
金
通
帳
の
記
号
番
号
に
つ
い
て

金
融
機
関
の
此
明
を
せ
け
て
く
だ
さ
い
。

建
設
雇
用
改
善

助
成
金
の
ご
案
内

雇
用
促
進
事
業
団

沖
縄
支
部

◎
建
投
労
働
者
の
＃
用
の
改
暮
等
に
蘭

す
る
法
律
に
つ
い
て
…
…
（
略
称
■

用
改
暮
法
と
い
い
ま
す
。
）

ご
存
知
の
よ
う
に
、
建
設
労
働
者
の

磁
用
の
改
謡
、
能
力
の
閲
発
及
び
向
上
、

福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
建
設
労
働
嘉
の
雇
用
の
改
眉
等
に

関
す
る
法
律
」
が
本
年
五
月
に
成
立
し
、

十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、
建
設
労
働
者
の

雇
用
の
改
善
を
図
る
た
め
に
事
業
主
の

方
に
雇
用
節
理
薗
佳
肴
の
選
任
を
は
じ

め
権
々
の
撃
項
が
新
た
に
義
務
づ
け
ら

れ
る
と
と
も
に
、
建
段
労
働
者
の
能
力

の
開
発
、
向
上
そ
し
て
福
祉
の
増
進
を

図
る
た
め
に
い
く
つ
か
の
助
成
制
度
が

新
股
き
れ
ま
し
た
。

書
用
改
暮
助
成
金
と
は

建
設
労
働
者
の
抜
能
の
向
上
及
び
福

祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
事
業
主
等
が

行
う
雇
用
政
調
の
措
適
に
つ
い
て
雇
用

促
進
事
業
団
が
一
定
の
助
成
を
行
う
も

の
で
す
。

建
投
書
用
改
讐
助
成
金
を
受
け
ら
れ

る
方

建
設
労
働
者
を
雇
用
し
て
碓
設
事
業

を
行
う
埋
設
弔
翠
玉
及
び
事
業
主
の
閉

経
叉
は
そ
の
連
合
団
体
で
す
。

申
込
み
先

那
覇
市
旭
町
三
五
番
地

雇
用
促
進
事
業
団
沖
縄
支
部

屯
話
番
号
　
五
四
－
一
〇
二
九



・．＿一・一広報かでな

∴∴rt・
規
律
あ
る
正
し
い
使
用
を

屋
外
運
動
場
の

使
用
基
準
な
ど
を
制
定

－
町
教
育
委
員
会
－

教
育
委
日
金
で
は
、
屋
外
運
動
場
の

使
用
に
つ
い
て
、
規
律
あ
る
正
し
い
使

用
を
し
て
も
ら
う
た
め
、
嘉
手
納
町
屋

外
運
動
場
使
用
堰
郷
と
そ
の
使
用
心
得

並
び
に
夜
間
冊
明
施
設
使
用
域
準
と
そ

の
使
用
心
相
を
新
し
く
制
定
し
ま
し
た
。

公
共
施
設
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
心

な
い
一
部
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
粗
雑
に

掩
わ
れ
た
た
め
に
後
で
い
や
な
思
い
を

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

屋
外
運
動
場
を
使
用
す
る
に
当
っ
て
任

用
者
は
、
決
め
ら
れ
た
規
律
を
き
ち
ん

と
守
り
、
使
用
後
は
次
の
使

用
者
に
迷
わ
く
の
か
か
ら
な

い
よ
う
十
分
な
る
責
任
を
も

っ
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
み
な

き
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
ほ
ど
完

成
し
ま
し
た
嘉
手
納
小
・
中

学
校
グ
ラ
ン
ド
は
抄
の
混
合

（
土
と
砂
3
7
）
を
は
じ
め

排
水
、
パ
′
ク
ネ
′
上
り
こ

ス
プ
リ
ン
グ
ク
ー
ラ
ー
（
散

水
施
設
7
載
）
側
溝
、
夜
間

照
明
な
ど
の
施
設
が
完
備
し
．

み
ち
が
え
る
よ
う
な
す
は
ら

し
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
生
れ
か

わ
っ
て
い
ま
す
。
′

ま
た
、
兼
久
埋
立
地
に
も
町
民
運
動
場

二
八
、
五
五
四
が
、
佗
地
均
工
事
）

が
新
設
に
な
り
、
五
二
年
度
は
更
に
怒

傭
工
事
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
両
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整

備
に
よ
っ
て
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
の
発

展
は
勿
論
、
町
民
の
心
身
の
鍛
練
と
他

味
の
増
進
に
寄
与
す
る
も
の
と
し
て
大

き
な
期
待
が
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

嘉
手
納
町

屋
外
運
動
場

使
用
基
準

L
　
嘉
手
納
町
教
育
委
只
会
が
管
理
す

る
屋
外
運
動
場
の
使
用
に
つ
い
て

は
、
町
内
に
住
所
を
有
す
る
者
で
、

地
域
ス
ポ
ー
ツ
に
関
し
自
発
的
な
活

動
を
促
進
す
る
団
体
と
認
め
ら
れ
る

もの。

之
　
町
内
に
勤
務
場
所
を
有
す
る
者
で

結
成
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
団
体
で
、
地

域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
寄
与
す
る
も

の
と
認
め
ら
れ
る
も
の
。

ュ
　
町
屋
外
運
動
場
を
使
用
す
る
場
合
、

次
の
団
休
を
使
先
す
る
。

0
町
教
育
委
員
会
の
計
画
す
る
事
業

0
町
体
育
協
会
の
計
画
す
る
事
業

0
各
区
体
協
支
部
の
計
画
す
る
事
業

0
各
区
青
年
会
の
計
画
す
る
事
業

0
各
区
婦
人
会
の
計
画
す
る
事
業

0
各
区
自
治
会
の
計
画
す
る
事
業

0
各
学
校
、
P
T
A
の
計
画
す
る
事

業○
各
区
P
T
A
の
計
画
す
る
事
業

0
町
走
ろ
う
全
の
計
画
す
る
事
業

0
そ
の
他
（
社
会
教
育
活
動
を
行
な

う
団
体
）

4
　
町
屋
外
運
動
場
を
使
用
し
た
い
団

体
は
、
町
屋
外
運
動
場
使
用
申
込
書

に
よ
り
七
日
前
ま
で
に
嘉
手
納
町
教

育
委
月
会
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

嘉
手
納
町

屋
外
運
動
場
の

使
用
心
得
に
つ
い
て

0
　
町
屋
外
運
動
場
の
使
用
に
つ
い
て

は
、
使
用
後
は
運
動
場
整
備
を
し
て

次
の
使
用
に
支
障
を
き
た
き
な
い
よ

う
に
す
る
。

○
　
飲
み
物
の
あ
き
オ
ン
、
あ
き
ビ
ン

ゴ
ミ
等
は
備
え
つ
け
の
ゴ
ミ
箱
に
入

れ
て
、
周
囲
に
散
ら
さ
な
い
よ
う
に

する。

○
　
使
用
許
可
さ
れ
た
団
休
は
、
使
用

期
間
中
千
住
を
も
っ
て
管
理
を
す
る

0
　
町
屋
外
運
動
場
の
使
用
人
只
は
、

十
名
以
上
の
団
体
を
原
則
と
す
る
。

0
　
町
屋
外
運
動
場
内
に
自
転
車
、
自

動
車
の
乗
り
入
れ
を
し
な
い
よ
う
に

する。

0
　
雨
天
の
際
は
、
原
則
と
し
て
運
動

場
使
用
を
珊
小
止
す
る
。

夜
間
照
明
施
設

使
用
基
準

L
裏
手
納
町
教
育
委
貝
会
が
管
理
す
る

夜
間
照
明
地
顔
の
使
用
に
つ
い
て
は
、

町
内
に
住
所
を
有
す
る
者
で
地
域
ス

ポ
ー
ツ
に
関
し
、
自
発
的
な
活
動
を

促
進
す
る
団
体
と
認
め
ら
れ
る
も
の

之
町
内
に
勤
稽
場
所
を
有
す
る
者
で
結

成
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
団
体
で
地
地
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
寄
与
す
る
も
の
と

認
め
ら
れ
る
も
の
。

ュ
夜
間
照
明
施
設
を
使
用
す
る
場
合
、

次
の
団
体
を
優
先
す
る
。

0
町
教
育
委
貝
会
の
計
画
す
る
事
業

0
町
体
育
協
会
の
計
画
す
る
事
業

0
各
区
体
育
支
部
の
計
画
す
る
事
業

0
各
区
青
年
会
の
計
画
す
る
事
業

0
各
区
婦
人
会
の
計
画
す
る
事
業

0
各
区
自
治
会
の
計
画
す
る
事
業

0
各
区
P
T
A
の
計
画
す
る
事
業

0
各
学
校
P
T
A
の
計
画
す
る
事
業

○
町
走
ろ
う
会
の
計
画
す
る
事
業

0
そ
の
他
（
社
会
教
育
活
劇
を
行
な

う
団
体
）

l
夜
間
照
明
施
設
を
使
用
し
た
い
団
体

は
、
夜
間
照
明
施
設
使
用
申
込
書
に

よ
り
七
日
前
ま
で
に
嘉
手
納
中
学
校
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良ir轟三七
会場いっぱいつめかけた町民

長
に
申
込
み
下
さ
い
。

夜
間
照
明
施
設
の

使
用
心
得
に
つ
い
て

0
　
夜
間
照
明
施
設
の
使
用
に
つ
い
て

000

は
、
使
用
後
に
運
動
場
を
整
備
し
て

次
の
條
用
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ

う
に
す
る
。

飲
み
物
の
あ
き
カ
ン
や
あ
き
ビ
ン

ゴ
ミ
等
は
備
え
つ
け
の
ゴ
ミ
郡
に
入

れ
て
、
周
囲
に
散
ら
さ
な
い
よ
う
に

する。夜
間
照
明
施
設
に
お
い
て
は
、
危

険
が
と
も
な
う
と
こ
ろ
の
穂
目
に
は

使
用
さ
せ
な
い
。
（
例
、
硬
式
野
球

軟
式
野
球
）

陸
上
競
技
に
お
け
る
や
り
投
げ
、
円

盤
投
げ
等
は
特
に
注
意
し
て
使
用
す

る。

夜
間
証
明
施
設
の
使
用
人
貝
は
十

名
以
上
の
団
体
を
原
則
と
す
る
。

夜
間
照
明
紙
語
の
消
燈
は
、
午
後

十
時
と
す
る
。

車
は
校
庭
へ
の
出
入
に
支
障
の
な

い
よ
う
駐
車
す
る
。

屋
外
使
所
の
他
用
に
つ
い
て
は
、

所
定
の
場
所
で
他
用
す
る
。

子
供
の
健
全
育
成
に
留
意
し
、
子

供
た
ち
を
着
弾
す
る
姿
勢
を
も
つ
こ
と
。

六
月
四
日
〝
曲
の
衛
生
週
間
に
ち
な

ん
で
の
嘉
手
納
町
民
大
全
り
　
（
県
環
境

保
健
部
、
服
的
租
医
師
会
、
義
手
納
町

の
三
者
共
催
）
が
番
手
納
町
中
央
公
民

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
こ
の
日
の
ム
ン
歯
予
防
デ
ー

に
ち
な
ん
で
、
歯
の
衛
生
に
関
す
る
正

し
い
知
識
を
普
及
し
、
ム
シ
曲
の
予
防

早
期
発
見
、
早
期
ム
…
帝
の
励
行
を
徹
底

さ
せ
、
菌
科
砺
生
思
想
の
嘗
背
を
は
か

る
こ
と
に
よ
っ
て
町
民
の
健
康
の
保
持

増
進
に
寄
与
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
開

か
れ
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
歯
科
衛
生
に
関
す
る
諸
展

示
物
や
映
写
会
を
は
じ
め
、
屋
良
・
恵

手
約
両
小
学
校
生
徒
の
図
画
、
作
文
の

展
示
、
そ
れ
に
町
民
の
曲
の
検
診
、
幼

児
に
対
す
る
フ
ソ
素
堕
布
な
ど
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
大
会
に
図
画
、
作
文
の
応

諾
を
し
た
両
小
学
校
に
対
し
て
感
謝
状

の
贈
呈
や
便
秀
作
文
と
し
て
尾
良
小
学

校
五
年
松
堂
忠
友
君
と
嘉
手
納
小
学
校

五
年
金
城
多
美
．
「
さ
ん
の
作
文
も
朗
読

さ
れ
ま
し
た
。

爪
幽
科
医
師
会
の
五
城
目
徳
会
長
は

「
今
や
ム
シ
歯
は
今
世
紀
最
後
の
職
病

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
国
尺
の

ほ
と
ん
ど
が
ム
シ
曲
を
も
っ
て
お
り
こ

れ
を
根
本
的
に
な
く
す
る
に
は
子
供
の

と
き
か
ら
ム
シ
歯
に
な
ら
な
い
よ
う
に

予
防
す
る
し
か
な
い
。
特
に
母
親
が
十

供
に
あ
ま
り
砂
糖
分
を
与
え
な
い
よ
う

に
す
る
と
共
に
、
食
後
に
は
必
ら
ず
腑

を
み
が
く
習
明
を
小
さ
い
時
か
ら
う
え

つ
け
る
こ
と
が
大
切
」
と
、
ム
シ
他
の

子
防
に
つ
い
て
は
お
母
さ
ん
万
の
し
ん

ほ
う
強
い
努
力
が
必
要
の
よ
う
で
す
。

会
場
に
は
、
l
、
0
0
0
人
余
の
町

民
が
つ
め
か
け
長
蛇
の
列
が
で
き
る
ほ

ど
の
盛
況
ぶ
り
、
保
育
同
の
阿
児
や
小

学
生
、
そ
れ
に
一
般
町
民
が
つ
め
か
け

ま
し
た
が
特
に
幼
児
を
つ
れ
た
お
母
さ

ん
た
ち
の
姿
が
め
だ
ち
ま
し
た
。

今
凹
の
催
し
に
つ
い
て
、
租
当
課
の

山
口
保
健
衛
生
課
長
は
「
今
回
の
催
し

で
映
写
会
や
検
診
そ
れ
に
腑
科
医
の
話

を
き
い
て
、
腑
に
対
す
る
認
識
を
新
た

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
お
母
さ

方
が
わ
が
子
の
曲
の
健
康
を
気
づ
か
っ

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
た
。
一

〇
〇
〇
人
余
の
町
尺
が
参
加
し
た
こ
と

は
予
想
以
上
の
成
果
で
す
」
と
語
っ
て

い
ま
し
た
。

ム
シ
歯
の
予
防

①
砂
糖
分
の
摂
取
を
制
限
す
る

ム
シ
歯
は
、
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
と
い

う
連
軌
球
菌
が
中
心
と
な
っ
て
お
こ

る
柄
気
で
す
。
（
こ
の
筒
は
、
ふ
だ

ん
だ
れ
の
日
の
中
に
も
住
ん
で
い
る
）

こ
の
謁
が
砂
糟
分
を
好
む
。

②
食
後
必
ら
ず
曲
目
を
清
瀬
に
す
る

砂
糖
分
や
食
べ
オ
ス
が
曲
の
周
囲

に
長
時
間
付
ポ
し
て
、
曲
楯
と
な
り

ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
蘭
に
栄
養
分
を
与
え

る
の
で
、
飲
食
後
ロ
を
す
す
ぎ
腑
を

み
が
く
。

③
じ
ょ
う
ぶ
な
幽
腎
と
抵
抗
力
を
つ
く

る。
餉
鷺
に
よ
っ
て
、
ム
シ
曲
に
は
さ

れ
や
す
か
っ
た
り
、
な
か
な
か
ム
シ

胸
に
な
ら
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
東
と
、
じ
よ

う
ふ
な
的
質
を
つ
く
る
食
品
を
心
が

け
て
と
る
こ
と
。
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慈善公演をみて
たすけあいに参加しましょう
初の社会福祉活動資金造成特別慈善公演

7月16・17日の両日

一・町民生委員連絡協議会－

六つの基礎食晶のねらい

就業調査に
ご協力下さい／

◎

報．

6月分はft玉川漢を　一国民年金を受lナるには）棚

嘉
手
納
町
民
生
香
H
連
絡
協
議
会
で

は
、
七
月
十
六
日
（
十
二
十
七
日
（
日
）

の
両
日
町
中
央
公
尺
舘
大
ホ
ー
ル
に
お

い
て
「
椚
一
回
纂
手
納
町
社
会
福
祉
活

動
資
金
造
成
特
別
慈
閲
公
演
」
を
開
催

する。こ
れ
は
、
向
台
の
「
た
す
け
あ
い
金

哺
」
の
菅
金
を
鱒
っ
た
め
に
町
内
サ
バ
能

界
有
心
を
は
じ
め
、
空
手
閥
係
鶉
の
協

管
を
得
て
実
現
の
運
び
と
な
っ
た
も
の
。

こ
の
慈
＃
余
滴
の
趣
旨
は
－
－
心
拍

危
織
を
契
機
に
不
況
と
イ
ン
フ
レ
の
同

時
進
行
は
、
町
尺
の
離
し
に
大
き
な
那

智
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
老
へ
母
十
、

心
身
時
宜
目
名
（
軋
）
そ
の
他
低
所
持
者

な
ど
の
世
雅
に
輿
中
的
な
打
撃
を
与
え

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
祉
会
福
祉
の
訪
問

燭
に
対
応
し
て
い
く
に
は
、
社
会
鮎
祉

関
係
者
は
も
と
よ
り
、
町
尺
一
人
一
人

が
、
こ
と
の
重
大
性
を
認
識
し
、
地
域

福
祉
活
動
に
硝
施
的
に
参
加
さ
れ
社
会

福
祉
増
進
に
寄
与
さ
れ
る
こ
と
が
強
く

要
望
き
れ
る
。

当
今
て
は
、
常
車
間
樋
発
生
に
備
え
、

随
時
こ
れ
に
対
応
す
る
態
勢
強
化
の
た

め
「
た
す
け
あ
い
金
種
」
を
設
還
し
、

町
内
の
住
関
屑
の
生
活
む
生
指
増
に
当

っ
て
い
る
が
、
肝
心
な
溌
食
が
窮
乏
し

て
そ
の
捻
出
に
井
應
し
て
い
る
の
で
、

こ
れ
を
補
う
た
め
町
内
工
能
淋
有
志
の

方
々
の
特
別
な
ご
協
力
を
得
て
こ
の
慈

善
公
滴
を
開
催
す
る
－
－
と
な
っ
て
い

ま
すと
こ
ろ
で
、
こ
の
　
「
た
す
け
あ
い
金

梯
▼
　
し
一
は
．
同
会
の
た
す
け
あ
い
バ
ー

ゲ
ン
売
上
金
、
町
制
施
行
記
念
ゴ
ル
フ

大
会
寄
附
企
二
商
工
会
主
催
）
嘉
手
納

杜
変
装
約
人
‖
寄
附
金
な
ど
を
脊
金
に
充

て
、
昭
和
五
十
一
年
四
月
に
設
置
し
た

も
の
で
す
。

こ
れ
の
l
モ
付
け
は
、
町
内
に
居
住
す
る

緊
急
扶
助
世
常
に
対
し
、
当
唾
生
活
溌

金
の
貸
付
を
行
な
い
生
油
の
更
生
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

主
催
右
側
で
は
、
こ
の
催
し
に
町
尺

の
軒
様
の
梢
陸
的
な
ご
理
解
と
ご
協
力

に
よ
り
、
一
人
で
も
多
く
の
方
々
が
ご

来
場
く
だ
さ
る
よ
う
よ
ぴ
か
け
て
い
ま

す。

「．し

◎
開
催
日
時

七
月
卜
六
日
一
上
〉
十
七
日
（
日
）

午
後
六
時
半

◎
会
　
場

銀
子
納
町
中
央
公
尺
舘
大
ホ
ー
ル

◎
主
　
催

嘉
手
納
町
民
生
番
目
連
絡
協
議
会

◎
後
　
接

町
役
場
、
町
社
会
如
拙
協
議
会
、
町

老
人
ク
ラ
ブ
通
人
日
金
、
町
内
揖
入
会
、

町
・
〓
年
会
、
各
区
臼
ム
…
会

◎
協
　
雉

▲
ホ
典
音
楽
＝
金
城
陣
門
、
佐
久
本

兼
仁
、
知
花
包
彗
　
▲
準
典
＝
島
袋

ハ
ル
、
花
城
付
人
H
r
、
▲
代
適
＝
－
津

波
ホ
〓
行
、
崎
浜
乗
文
、
国
語
食
め

津
劇
．
h
i
徳
、
山
里
ゆ
き
丁
、
新
郎
朝

栄
、
▲
舞
踊
＝
津
顔
十
代
、
古
劇
弘

r
、
▲
兜
に
手
＝
新
城
溝
簡

以
上
右
は
左
グ
ル
ー
プ
、
研
究
所

等
の
代
表
者
氏
名
）

◎
入
場
料
嘉
　
一
∵
U
O
〇
円

七
月
十
日
は
投
票
日
で
す

－
参
議
院
議
員
選
挙
1

も
れ
な
く
投
票
し
ょ
う

投
票
日
昭
和
九
十
二
年
七
月
卜
h
H
 
T
γ
前
ヒ

時
～
牛
後
L
ハ
時
l
一

投
票
所
苅
‥
投
票
扁
日
銀
手
納
町
中
央
公
艮

館
大
ホ
ー
ル
（
束
区
、
L
区
、
中

区）
第
二
投
票
所
＝
嘉
手
納
小
学
柁
体
育

館
（
北
区
、
南
区
、
西
区
一

過
華
人
名
簿
登
録
兼
格

昭
和
五
十
一
一
年
三
月
卜
正
目
ま
で
に

転
入
届
を
し
た
者
で
、
当
町
に
住
所
．

を
有
す
る
．
昭
和
∴
十
二
年
七
月
卜

」
臼
以
‥
肌
に
出
生
し
た
署
。

次
の
表
は
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
尭
全
栄
霊
に
近
づ
け
る
た
め
の
六
つ
の
基
礎
食
晶
で
す
。

蠣
一
群
の
ね
ら
い
1
－
ビ
タ
ミ
ン
A
を
中
心
に
、
ビ
タ
ミ
ン
C
・
8
、
鉄
、

カ
ル
シ
ウ
ム
も
と
れ
る
繰
賞
野
菜
。

♯
〓
欝
の
ね
ら
い
＝
ビ
タ
ミ
ン
C
を
中
心
に
、
同
じ
野
菜
で
も
、
ち
か

い
の
あ
る
こ
と
。

第
三
群
の
ね
ら
い
＝
か
ら
だ
を
つ
く
る
た
ん
日
額
。
毎
食
誉
ペ
る
こ
と
。

ホ
四
欝
の
ね
ら
い
＝
カ
ロ
リ
ー
漁
の
合
理
化
。
ビ
タ
ミ
ン
臥
の
考
喝

過
食
に
注
意
。

禦
五
群
の
ね
ら
い
＝
不
足
し
が
ち
な
カ
ル
シ
ウ
ム
・
ビ
タ
ミ
ン
臥
・
良

質
の
た
ん
日
貨
は
乳
や
乳
製
品
の
利
用
で
一
撃
に

解
決
。
小
魚
・
海
草
を
プ
ラ
ス
す
れ
ば
、
さ
ら
に
よ
い
。

事
六
群
の
ね
ら
い
＝
も
っ
と
ふ
や
し
た
い
植
物
性
脂
肪
。

七
月
十
六
日
～
二
十
五
日

こ
の
調
在
は
、
ふ
だ
ん
働
い

て
い
る
人
、
官
事
や
通
学
を
し

て
い
る
人
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
何

人
い
る
か
、
ま
た
働
い
て
い
る

人
が
ど
う
い
う
仕
事
を
し
て
い

る
か
、
あ
る
い
は
働
い
て
い
な

い
人
の
仕
事
に
つ
く
希
望
や
そ

の
程
度
等
、
さ
ま
ざ
ま
の
祝
戚

か
ら
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
し

ます。

◎
　
こ
の
凋
庵
は
標
本
凋
塵
で
昭

和
五
十
牛
国
勢
鯛
庵
区
の
内
か

ら
五
調
査
区
が
選
定
さ
れ
、
そ

の
調
査
区
内
り
世
冊
の
内
か
ら

十
五
～
二
卜
世
帯
の
卜
五
歳
以

上
の
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

毎
回
の
象
■
に
こ
の
六
つ
の
各
食
品
群
か
ら
少
な
く
と
も
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
食
品
を
選
ん
で
食
べ
れ
ば
一
応
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
づ
く
り
が
で
き
ま
す
。

な
相
管
よ
。
⑳

稽
祉
年
金
の
支
払
期
月
が

繰
上
げ
ら
れ
ま
す

福
祉
年
令
の
支
払
い
は
、
受
給
者
の

皆
さ
ん
か
ら
の
、
お
盆
や
年
末
に
払
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
に
答
え
て
、
今

で
年
か
畠
月
・
八
月
・
十
∴
月
と

か
ヵ
月
ず
つ
繰
上
げ
て
お
立
札
い
す
る
こ

瓜
の
蓋
い
は
、
せ
給
新
か
ら
．
州
求
が
あ

と
に
な
り
ま
し
た
。
（
な
お
、
十
二
月

れ
ば
、
卜
一
月
に
お
支
払
い
し
ま
す
一

た
だ
し
、
今
年
に
限
り
、
こ
の
新
し

い
支
払
い
方
法
は
、
十
∴
月
か
ら
始
め

ます。

ま
す
裁
定
柏
求
を

1
国
民
年
金
を
受
け
る
に
は
ー

用
尺
年
金
は
、
ご
本
人
か
ら
「
叔
産

品
求
杏
」
か
提
出
さ
れ
て
、
細
め
て
支

払
わ
れ
圭
す
。
も
し
、
こ
れ
を
怠
っ
て

五
年
た
つ
と
、
時
効
に
な
っ
て
年
金
を

せ
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
比
定
請
求
爪
を
提
出
さ
れ
る
と

き
は
、
阿
尺
年
令
手
帳
を
添
え
、
年
余

の
親
行
払
込
み
な
ど
を
希
望
す
る
と
き

は
、
机
金
通
帳
の
記
号
番
号
に
つ
い
て

金
融
機
関
の
此
明
を
せ
け
て
く
だ
さ
い
。

建
設
雇
用
改
善

助
成
金
の
ご
案
内

雇
用
促
進
事
業
団

沖
縄
支
部

◎
建
投
労
働
者
の
＃
用
の
改
暮
等
に
蘭

す
る
法
律
に
つ
い
て
…
…
（
略
称
■

用
改
暮
法
と
い
い
ま
す
。
）

ご
存
知
の
よ
う
に
、
建
設
労
働
者
の

磁
用
の
改
謡
、
能
力
の
閲
発
及
び
向
上
、

福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
建
設
労
働
嘉
の
雇
用
の
改
眉
等
に

関
す
る
法
律
」
が
本
年
五
月
に
成
立
し
、

十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、
建
設
労
働
者
の

雇
用
の
改
善
を
図
る
た
め
に
事
業
主
の

方
に
雇
用
節
理
薗
佳
肴
の
選
任
を
は
じ

め
権
々
の
撃
項
が
新
た
に
義
務
づ
け
ら

れ
る
と
と
も
に
、
建
段
労
働
者
の
能
力

の
開
発
、
向
上
そ
し
て
福
祉
の
増
進
を

図
る
た
め
に
い
く
つ
か
の
助
成
制
度
が

新
股
き
れ
ま
し
た
。

書
用
改
暮
助
成
金
と
は

建
設
労
働
者
の
抜
能
の
向
上
及
び
福

祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
事
業
主
等
が

行
う
雇
用
政
調
の
措
適
に
つ
い
て
雇
用

促
進
事
業
団
が
一
定
の
助
成
を
行
う
も

の
で
す
。

建
投
書
用
改
讐
助
成
金
を
受
け
ら
れ

る
方

建
設
労
働
者
を
雇
用
し
て
碓
設
事
業

を
行
う
埋
設
弔
翠
玉
及
び
事
業
主
の
閉

経
叉
は
そ
の
連
合
団
体
で
す
。

申
込
み
先

那
覇
市
旭
町
三
五
番
地

雇
用
促
進
事
業
団
沖
縄
支
部

屯
話
番
号
　
五
四
－
一
〇
二
九
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建設雇用改善助成金の種類

助　成　金　の　杜　類 �支　　給　　要　　件 �助成対　象　及び限度翫 

技　　能　　実　　　習 �1．指導者が．職業訓練指刺1，1級技能 �1．会場借上料1日1万円まで 　　　　　85円で 

f　　一‥ん　－…　池上‾鬱に直接 �］二等とします。 �2．丑師淵第1時間3．．0ま 3建設機械†紳トlHl日当り6ガ円まで 事繋王等が建設労働者に建設　一匹 関連した技能の向上又は．新しい技能を �2．実習時間は1日2時間以上で計10時間 �1．枚村　蘭　等　1人lHlJm0円まで 

刑場させるため，技能実粥を実施する鳩 �以上が必要です。 � 
伽こその絶管の一・部を助成します。 �3．受講抑ilコース10人以上20人未満と � 

します。 �成します1 

講習等派遍 　　‾’・iU■のlt食み �1．・li芝川叉は謡業主等が行う雇用管理研 �1．1Ell人当り1．2r叫Ⅰ】の定柚です。 

墟山事貰王が雇用労働者に通常の代金－ 支払い′・がら托能実習等をせ止させる鳩 �修．技能実習並びに托能検定に派j正す �日．寸一一・J円について6lこl分を卿聖としますコ 

▲ 合に．受止日数に応じて定緬を助威しま す。 �る場合。 

t　用　管　理　研　修 �1．蹄帽時間ほほ時間以上とします。 �1．会場借上料　1日1万円まで 

建設事業主等が雇用節理耐t鶉　軌㌢事 �2，受鷹者は1コース30人以上です。 
業主及びその雇用労働制二対して労働者 �3．研帽のテーマは．事業用が定めたテー �2．講師細魚　1時間：i．郎n円まで 
の雇入れ及び配選等の雇用の管矧こ閲し �マ表によって下さい。 �3．教　相　や　　突微分 

て必要な知為を習得させるため．雇用管 理剛帽を冥他する場合その粍骨の一・部を �4．受鷹料は．無料又は適正な師であるこ �（稔書臥土同一・研帽につき2日〟rl：ほ限壕としますl 

助成します。 �とが必要であります。 

作　業　1　宿　舎　生　傷 �1．現場労働者を割高させるもの。 �1．建設に零した収零定日1人当りの冊用から111ガ 

中′トの建設事薫主等が．建設一芳御着の生 1　・ためl好′・居†■’－ �2．1二妄り人以内であって．1人当り3．3 m・以上その他の要件を満たす摘合で 

溝見場の改龍をはカる＿．1－　▲占E 作を有する作業1捕i舎を所管又は日収し �あることが必要です。 �円を柁砕した域補の3分の1に欄■lける糾（た 

た場合【二必要としたその一一部の総代を助 �3．居住代金は適正であるか．無料である �だし，捻舶いりJ円を限度としますl 

成します。 �ことが必要です。 

4．助成を受けてから3年IH】は用途変更出 

来ません。 

健　　康　　診　　断 �1．1ケ月以上1年末溝の屈用労働者を村 �1．せこ！吾1人につき2．nOllHの定桝です。 

中′ト建設事業主が期間を定めて雇用して �象とします。 2．診断は屑入れ1ケ月以内に実施しても 
いる労的農に対して匹抑こよる所定の健 康診断を突施した鴫加こその綿職を定翫 �らいます。 

で助成します。 �3．労働を全紡生規Ilり第43条の耳iElを冥施 

してもらいます。 

節
水
に
ご
協
力
下
さ
い
。

○
水
洗
便
器
用
貯
水
タ
ン
ク
に
望
ピ
ン

等
を
入
れ
る
。

○
洗
た
く
は
湖
ぶ
ね
の
残
り
水
な
ど
を

鱒
っ
よ
う
に
し
、
水
道
の
水
は
権
力

少
な
め
に
す
る
。

○
食
指
用
を
洗
う
と
き
は
、
じ
ゃ
日
か

ら
流
し
っ
ぱ
な
し
洗
い
を
し
な
い
。

0
艇
へ
の
散
水
は
や
め
、
水
道
の
水
に

よ
る
洗
侭
は
ひ
か
え
る
。

0
人
浴
は
、
で
き
る
だ
け
シ
ャ
ワ
ー
だ

け
で
す
ま
す
。

蘇
道
は
た
の
水
も
れ
は
、
水
道
謀
に
す

ぐ
連
結
し
て
く
だ
さ
い
。
t
桔
－
四
四
三
九

水
水
水
水
水
…
…
・

大
ピ
ン
チ


